
陳 情 第 ３ ０ ３ ４ 号

令和４年１１月２５日受理

（件 名） 鹿児島本港区エリアについて

（陳情の趣旨）
鹿児島本港区エリアの近隣に住む私たちは，本港区を魅力あるものにしたいとの

思いで，これまで，ゴミ拾い等のボランティア活動や，本港区に砂浜があった時に

は，マリンスポーツ（シーカヤック）を行うための活動など，様々な活動を行い，
国外・県外から来る方々に，その魅力を伝えてきました。

鹿児島県が今回，スポーツコンベンションセンターの整備地を本港区エリアにさ
れました。景観の問題も重要と考えますが，地元の経済を活性化させるために，行
政が周辺の商業と競合しない，多くの来場者が見込めるものを整備することには，
賛同したいと考えます。

また，今後，このスポーツコンベンションセンターの具体的な検討が進み，同時
に本港区全体の活用を検討されることは，賑わい，楽しいと思えるまちをつくる契
機になると考えます。このことから，次の項目を陳情します。

１ 経済を活性化させるために，スポーツコンベンションセンターをできる限り早
急に整備していただきたい。

２ 景観を守るために，スポーツコンベンションセンター基本構想で記載している
配置計画で検討していただきたい。

３ ウォーターフロントパークについては，近くにスポーツコンベンションセンタ
ーがあることで，センターの利用者や地元の人が訪れ，市民・県民・観光客がそ
の景観・水辺の空間を楽しむ場になると考えられますので，今の芝生広場を活か
した活用を検討していただきたい。

４ 本港区エリアは，外国人観光客も含め，来県する人が過ごす最適な立地です。
スポーツコンベンションセンターに訪れる観光客（来場者）に，中心市街地・周
辺地域に回遊していただき，経済効果を高めることが重要と考えます。スポーツ
コンベンションセンターの具体的な検討を進める時には，回遊性を高めるために，
周辺地域の関係者の意見を聞きながら進めていただきたい。

５ 鹿児島港本港区エリア全体の活用を検討する時は，地元の住民の意見をはじめ，
様々な人々の意見を聞きながら進めていただきたい。


